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ラフ－つL，六二曰＝々

昭和49年、下の娘がまだ学生だった頃の夏、

親戚から生後3カ月程の柴犬を「1匹では淋し

かろう」との娘の

言い分で雄犬を2

匹貰ってきて、鼻

が黒く熊に似た方

をフー、やや細身

で狐面の方をスー

と命名した。

ひとまず、玄関ひとまず、玄関の土間で飼うことにしたが、

履物を手当り次第に噛って往生した。半年程し

て表に出したら、今度は塀を越えて道路を2匹

揃って駆け回るようになり、車を急停車させる

こともしばしばで、止むなく業者を頼んで3m

程の高さに金網を塀の上に巡らして貰ったりし

たが、1年足らずで、精桿でリード役だったス

ーが礫死してフーは一人ぼっちになった。その

後フーは、スーを撮れたと思しき車のエンジン

音を聞き分けては、執勘に追い掛け続けた。

その頃、小生は勤務校の独立の仕事が難行し、

時には途方に暮れるようなこともあったが、帰

宅後、フーを連れて農道を1時間程歩くことが

日課となり、フーも、暮れのサイレンが鳴ると

シャッターから首を出し、小生が帰るまでハチ

公まがいに待ち続けるようになった。月夜の道

を、古い歌を口遊びながらフーと歩く中に、昼

間の難題にも明日への道が開けたことなども度

々であった。

休みの日には、半日程勝手に決めた観察コー

スをフーと歩いた。田圃道、野中道、山路、湿

原と、それぞれの所にそれぞれの顔があり、四

季それぞれの姿がある。そして、一寸オーバー

に言えば、毎日新発見がある。春の道で、トウ

カイタンポポとカントウタンポポの尊の長さの

違い、ハコベの花弁の5枚が10枚に見えるこ

－1－

権田昭一郎（顧問）

と、ヘビイチゴとオヘビイチゴの小葉の数、ス

ズメノエンドウとカラスノエンドウ、オオイヌ

ノフグリとタチイヌノフグリの柄の長さの差、

ギシギシとスイバの穂中の葉の有無などを知り、

湿原では、希少種のヒメコヌカグサ、ヒロハノ

コジュズスゲ、ミタケスゲ、サギスゲ、ミカワ

イヌノヒゲ、サワラン、トキソウ、ミカワバイ

ケイソウ、サクラバハンノキなどの健在ぶりを

確認し、山ではヤマイワカガミの花色のばらつ

きを見る。夏から秋には、カワラナデシコ、オ

ミナエシ、キキョウ、キバナアキギリ、ツルニ

ンジン、ミヤマウズラ、エンシュウハグマなど

が次々と花をつけ、また、湿原には全国保全種

のミカヮシオガマを始め、ミズギク、スイラン、

ホソバリンドウ、ツクデマアザミ、ナガボノア

カワレモコウ、ヒツジグサ、フトヒルムシロ、

ヒナザサ、そし、。
い グ

て、ウメバチソ

ウカ魂kの湿原の

フィナーレを飾

って、高原に冬

が来る。

こ〉，〃－・学診査.一
｡

…

任意のフィールドを四季を通して歩くことは、

殊に生態観察の最も有効な手法であると思う。

ロゼット葉などには、成体とはかなり形態の異

なったものがあり、歩いている中に「な－んだ」

と答えが出て苦笑することなどもしばしばある。

それも一人ではなかなか続かないことが多いが、

小生は「牛ならぬ犬に引かれて湿原参り」と言

ったところか、フーのお陰で、他人に怪しまれ

ることもなく、仕事のピンチの脱出も、健康も

保全も、増してや、現在の仕事「群落調査」の

物指もこの時期の賜物に他ならない。フーは昭

和62年の夏13歳で死んだが、フーのいた日

は々有難く､も懐かしい限りである。
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一 三超難……….………………
"S、るさと－自拳を守る

大宮克美（尾張支部）

伊良湖で講習を受けて4年になる。あちこち

の観察会に出掛け学びたいと思うのだが、専業

主婦としては土日に出るのは難しい。未だに4

年前と同じ状態では、自分でも情けないと思う。

しかし、力が有る無しにかかわらず、残され

た自然を守りたいという気持ちに変わりはない。

などと考えている時、犬山市の中央を流れる

（南→北）新郷瀬川の堤に豊かな自然が残され

ていることを知る。クサポケ・スズサイコ・オ

カトラノウ・カザグルマ・カワラナデシコ・ワ

レモコウなどの植物が四季を彩り、バン・オオ

ヨシキリ・カルガモ・コガモ・カワセミ・クイ

ナ・サギ類などが飛び交う。途中の2号橋から

の眺めは格別で、山や田畑と相まって遠い昔の

心の風景そのままである。

この川は80年程前に入鹿池の排水路として

作られた用水で、自然河川ではないが、それだ

けに築造に携わった人々の思いは深く、手入れ

も行き届いていたのかもしれない。昔を知る人

の「盆や月見の花を摘む堤と、自分たちの遊ぶ

堤は分けられとった。」という話は印象深い。

数十年前であれば、当り前の自然であったか

もしれないが、こんなに残っているところは犬

山でもあまりない。よく考えればこういった日

々の暮らしの中に息づく自然、この当り前の自

然が一番無くなっていることに気づくのである。

この川も例外ではなく、防災のため下流から

護岸工事が進められてきており、もっとも自然

が残されている堤の工事が来年あたりから始ま

る。何と力残せないものかと、同好の仲間と「

スズサイコの会」を作り、つたない観察記録や

要請書・要請署名を市や県に提出するなど、さ

さやかな活動を昨年7月より行っている。専門

的な知識も力もないが、自然の恵みを受け、そ

のすばらしさを知る者であれば、自然保護への

思いは変わらないと開き直ることとした。主婦

－2－

とは、本当に恐れを知らない人穐である。

「今、自分の町でどんな問題が起きているの

か。自分はいったい何ができるのか。」と考え

ながら、これからもふるさとの自然を守るため

に行動していきたいと思う。

アニユカざし、プー！

吉村暁夫（知多支部）

東海市に移り住んで14年が過ぎようとして

います。知多半島には大きな川もなく、こども

の頃、豊川（東三河を流下する一級河川）で見

たアユやテナガエビの姿は幻だと思っていまし

た。ところが、1994年に東海竹の横須賀新川で、

この二種どころかオイカワも見ることができま

した。いずれも清流の生物というわけではあり

ませんが、この川の水源は鎌ケ谷池という愛知

用水から水をとっている溜め池で、生活排水が

流れ込まないということもあり比較的水はきれ

いであると言えそうです。アユやオイカワはそ

こから流れ下ったものではないかと推定できま

す。でも、アユの方は体長が10函あまりで、

海から上がってきたとも考えられました。今年

の夏、横須賀新川の本流である知多市の信濁ll

で、20mを超すアユが捕まったということが

新聞で報道されました。大きさからすると、海

から上がってきたのではないように感じました。

10月8日に娘を連れて横須賀新川へ出かけま

した。堤防沿いを歩いていると、泥白色の護岸

の一部が黒っぽくなっているのに気づきました。

アユのはみあとでした。さらに捜してみると、

同じような群れが他に2つ見つかりました。時

期や大きさから考えると、海から上がってきた

が、十分な食物がなく成長できていないという

感じでした。この近くには、メダカやドジョウ

の棲む水路や、毎年カプトエビが発生する水田

など、その気になればおもしろいものが見つか

ります。ささやかな楽しみとして、この場所の

観察を続けていきたいと考えています。



〔話題の地見学会結果〕

弓ホ革か‘_Lり麓グフヱミ胆詞含-1-1",

協議会に今まで不足していた自然保遜につい

て直接考えるという機会を作るために、この見

学会を企画しました。協遜会としては実際に開

発反対運動を行う気はありませんが、少なくと

もこうした問題を会員が考え合う場を設けるこ

とは必要と考えたからです。

その1回I:1として、春日井市の弥勒山麓の公

園計画の実施場所を10ﾉ126日に見てみました。

参加者は13名で、その概要は山田さんの文のと

おりです。その際に考えたことなどを次にまと

めてみましたので、皆様のご意見をお聞かせく

ださい。

クグググククグググククタクククグクグググクググクククグクククググクグククググググクググググククタクククググク夕

堂本暁子著「生物多様性」（岩波ライブラリ

ー）の本の中に次のようなことが苫いてありま

した。富山市の西に連なる呉羽丘陵は、コナラ

・アカシデ・キタコブシなどの二次林が被い、

オオタカの生息地、野胤の越冬地などとして良

好な地域であったが、林野庁の補助事業である

健康とゆとりの森整備事業により、管理道路や

施設が作られ、林相改良としてかなりの伐採や

樹木の植栽が行われたといいます。

これを読んで、愛知県でもlilじようなことが

行われたと感じました。現地を見終わった印象

は、鬼頭さんの文にあるように、自然との共生

とはいってもそれを具体的に進める段階になる

と、技術的問題、価｛IA観の違いが大きな障害に

なると感じたことでした。

弥勒山麓の自然を一般の人に楽しんでもらお

うというのがこの公園計lll'iの目的ならば、この

点については問題はないでしょう。しかし、そ

のための方法や認識においては相当の隔たりが

あるようです。

まず、何事も計仙1を樹てる際には、現地の状

況十分を把握することが必要と思われます。地

域の自然の状況に応じて、保存する部分や開発

の方法が検討されるという手順が要ります。制

度的に不要であっても環境アセス的なことも行

うべきでしょう。笛山県の場合もこうした事前

調査が不十分でした。

第二に、‘汁凹には地域の良さを生かすことが

望まれます。特に、公園Iil-画などは地域の自然

の良さを十分生かすことがこれからの方向と思

われます。弥勒山周辺の自然は、実際に歩いて

みると思ったより良好な森でした。樹種も多

く、湿地を含めて草花も変化に富んでいます。

こうした良好な自然を一般の人が楽しめること

を前提とした計仙iが作られるべきでしょう。そ

れが、その場所に合った個性的な施設を作るこ

とにもつながると思います。

第三に、施設計凹では貰亜なものを残すよう

配慮するとともに、利川者に自然の良さを理解

してもらえるようなことまで配慮したいもので

す。そうすれば、管理道路等がアカシデ林や湿

地などを壊して通ることはないでしょう。

しかし、自然との触れ合いに関して相当な認

識の違いがあります。私たちは、常に現地の自

然を生かすことを考えたいと願っています。一

方で、自然の中には行きたいが草木が茂る森は

恐いと思い、アジサイやツツジの花は奇麗と感

じるがサカキやネジキの花には気が付かないと

いうような人も多くいます。行政としてはそう

いう人達を対象に、歩きやすいと思える道や開

放的な空間を作るのが一般的です。アジサイの

道なら人は来るが、コナラの森では人を呼べな

いということもあるかもしれません。また、公

園内で怪我をした場合に、すぐに行政が責任を

問われることも多く、煙草の火の不始末に平気

な人もあり、それらに対して行政が気を使うの

も無理からぬ点があります。そうした違いをど

のように調整していくかがこれからも何回とな

－3－

今

へ



へ

一

く繰り返される課題でしょう。しかし、一度失

われたものは戻ってきません。そこに自然を愛

する者のあせりもあります。

そうした中で、雑木林の良さに気付き、二次

林の中に園芸用のアジサイやマテバシイがある

のを不自然に思うような人を増やしていくこ

と、さらに自然の中に入るにはそれなりのマナ

ーがあり、自主的な行動の責任は自分で持つべ

きことなどを伝えるのが、岩崎さんの文にある

ように自然観察指導員の役割ではないでしょう

か。自然を一つの財産と考え、それを使う場合

には、その内容を吟味して有効に使わないと将

来に悔いを残すことになることを広く伝えてい

きたいものです。（事務局）

ｸｸダ〆〃ゲ〃〃〆ダ〆ク〃夕タｸｸｸ〆"〃クダタダ夕ダタ〃〃ダ″″ダ〃〆〃〃〃ｸｸクダクｸク〆グｸﾞククｸﾞグ

当 日の状況から

山田果代乃（尾張支部）

弥勒山麓に続く築水池周辺は、緑に被われた

里山で自生樹種はざっと130種余り、草花では

まだ確認できないままである。或る日、何の前

触れもなく突然大量の伐採が行われ、見るも無

残な姿に変貌してしまった。その後、2万数千

本もの庭園樹が植栽され、まるで平地と同じ公

園と化し、毎年訪れていたオシドリはすっかり

遠のき、リスやノウサギなど数多くの生き物達

がどんなにおびやかされただろう。

これは、国の補助事業により愛知県と春日井

市が進めている整備事業で、管理道や散策道を

設け、周辺の植生を改良するものです。さらに

オートキャンプ場などのレジャー施設も検討さ

れているという。このため、昨年6月に住民に

よる弥勒山麓の自然を守る会が結成され、県や

市に対して計画の見直しなどを要請している。

見学会当日は、あいにくの曇り空で、雨がボ

ツポツ落ち始めたが、さほどのこともなく出発

となる。

足元が滑りそうな不揃いの急な階段を真下に

下りると、築水池が眼前に現れ、池に流れ込む

入口の沢向こうには、わずかに手付かずの湿地

－4－

が残され、絶滅危倶種などが生き続いている。

しかし、今年に入ってから急激に犬の散歩、釣

り人などが入り込み今後のなりゆきが気になる

場所である。手前の岸に沿って曲がり込む形で

北岸に入ると、植栽されたアジサイ・クチナシ

が我が者顔にしっかり根付き、周囲はすっかり

刈り払われてしまっている。切り株が散在する

斜面には、アラカシ・ネズミモチ・エゴノキな

ど伐採と同種のものや、マテバシイのように海

岸性のものなどが多量の肥料とともに植え込ま

れている。

曲がりくねった遊歩道は、斜面中腹を削り、

小さな谷間や湿地などをコンクリートの八シ橋

や階段でつなぎ、幼児やお年寄りには厳しい砂

利道となっている。両側に残された樹々は一様

にひょろ長く、もたれかかる様に倒れ込んだ

り、折れてしまったものや、「これがタカノツ

メ？」と言いたい程葉も樹形も変形していたり

など、次々異常さが目についてくる。

階段下で「あっ何かが死んでるう一」の声に

どれどれと2～3人がのぞき込むがどうやらヒ

ミズらしい。モグラのように死ぬ時はやはり地

上にはい上がるのであろうか。左斜面にむき出

しとなった太い切り株に「あれ！全部マンサク

じゃない？」の声に思わず「うわ－勿体ない」

「惜しい」と誰もが同感の様子。伐採樹は生か

されることなく、丸太となって斜面下方に転が

され、池の岸辺近くはこれらの残骸が帯状に連

なり無残に放置されたままである。

このあたりから造園業者の草刈りは中断して

いるらしく、エノコログサ、コセンダングサ、

ヒメムカシヨモギなどがはびこる中に、切り株

から芽吹いたアオハダ、ネジキ、ソヨゴ、ツツ

ジ類などが地面すれすれに精一ぱい手を広げて

いる。その小枝には、「守る会」の人達のささ

やかな抵抗のあかしである「切らないで」のエ

フが点々と残されている。今後どのような見解

がなされるであろうか。

ばらついていた雨もどこへやら、ようやく木

道の見えるあたりにたどりつく、ここは斜面の

中腹を貫くように道が敷かれ、谷間には湧水を



ためこんだ小さな池があり、ヒルムシロの浮葉

がただよい、サワギキョウもわずかに色をとど

めている。尾瀬のように平坦な湿原の木道はそ

の部分が痛むだけですむが、斜面の湿地はそれ

によって、全体が破壊されてしまうと専門家は

言っている。左手は急斜面がせまり固かったウ

メバチソウのつぼみがようやくほころび、純臼

の可憐な姿を浮き上がらせている。ヘビノボラ

ズも今は実を赤く染め、顔にぶつかりそうな所

にぶら下がっている。前方の急斜面を登りつめ

ると再び湿地が現れ、ミミカキグサ、ホザキノ

ミミカキグサ、トウカイコモウセンなど貧栄養

だからこそ生き残ることの出来たこの丘陵地に

何とシラカシ、エノキ、アラカシなどが多景の

肥料と共に点々と植栽され、アジサイなどは大

きなかたまりとなってすっかり根付いている。

このため、以前には全く見られなかったセイタ

カアワダチソウ、オオアレチノギクなどが一斉

に生い茂っていたのを、5日前に「守る会」の

人々の意見で刈り取られたばかりである。壊さ

れかけている湿地はここだけでなく、名付けて

「松の木湿地」「クロパイの湿地」「栗の木湿

地」など計5カ所に及んでいる。表面は一見し

て見晴らしのよい憩いの遊歩道であるが中身は

傷付き病んでしまっている。

突き当りの湿地を最後に尾根への階段沿いは

もうすでに整備が行き届き、びっしり植え込ま

れたコムラサキ、ニシキギ、ナンテンなどは一

方的に保護され、、その周辺は奥の方まで中低

木の切り株は勿論、すべてが地面すれすれまで

切りこまれてしまっている。やり場のない怒り

を押さえながらも、結構お腹の虫は順調で、一

同遊歩道の真中を囲むようにお弁当となる。め

いめいてんでに談笑の中誰かが「ウワー野鳥が

いっぱい来た－」と叫んでいる。見上げるとオ

オバヤシャブシに群がった小鳥たちが実の隙間

から小さな種を器用につまみだし、さえずりな

がら夢中になってついばんでいる。マヒワであ

ろう。こんな近くで目撃できようとはラッキー

とうれしくなってしまう。

食後には、浅見さんがどこから見つけだした

のであろうか棒の先に何やらひっかけて下げて

来た。説明によれば、ノウサギとか。体の部分

はもうすっかり失われ、骨格と足の部分と爪が

残っている。自然死なのか他の動物に襲われた

のか定かではない。

午後からは、一列で急な斜面を沢に降り、弥

勒山に向かう。通称ダンプ街道を横切り、粘土

層の斜面を登り詰めると大谷林道に出る。

ここにも湧水が見られ、ヤマザクラ、ウラジ

ロガシなどが残され、足下にはスイカズラ、ノ

イバラ、ヘクゾカズラなどが繁っている。山腹

の一部には、ツブラジイを高木に、アラカシ、

ソヨゴ、サカキ、ヒサカキ、ヤブツバキ、シキ

ミなど常緑広葉樹林帯の形態をとどめ、かつて

は自然林であったことを物語っている。ダンプ

も走れる幅広い林道をだらだらと登る途中、右

斜面にセンブリを確認する。

今年工事を終えた管理車道の砂利道へ出る。

削り取られた右側斜面は、被せられた泥土の下

から金網がむき出しとなり、その下にはブルー

のビニールシートがはみ出し、湧水が側溝へと

流れ出している。あまりのずさんな工事にあき

れるばかりである。他の斜面は泥土に仕込まれ

たヨモギ、イヌビユなど種が芽吹き、緑が回復

したような錯覚を起こさせている。昨年はアケ

ポノソウの群落が見事に咲き誇っていたとか。

すっかり楽しみを奪われてしまった恨みの場所

である。幅広くカーブした車道は、工事半ばの

山腹に突き当たり、樹木の根が所々にぶらさが

り痛々しい。

工事前の樹林帯に入ると小さな沢が階段状に

流れ落ちて、心の和む風情となっている。この

沢も一体どのような変貌をとげるのであろう。

周囲は、二次林であるが、ホウノキ、コハウチ

ワカエデ、ハリギリ、アラカシなどの大木にウ

ワミズザクラ、マンサクなど何十年も経て出来

上がったこの里山を、災害防止とか、大勢の人

に入ってもらうためとかの理由づけでの破壊行

為を見過ごしてもよいのだろうか。伐採幅は広

い所で30mにも達するようである。この工事を

どのように受け止めたらよいのだろうか。

－5－
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見学会に参加して

鬼頭弘（尾張支部）

かつては、築水池に来るとオシドリに会えま

した。池の回りには、マンサクが咲き、烏達が

行き交う静かな所でした。

その築水池の北側が隙間だらけになり、道が

できてシラカシやマテバシイなどが植えられて

います。当然、オシドリはいなくなりました。

幾つかある湿地も危うい状態です。

虫も鳥も小動物もそこに居ついていたかって

の林こそ、市民の憩いの場所として最適なはず

です。生き物の生活の場所を乱した今の姿は自

然の抜け殻といってもいい状態です。自然を求

めてここに来る人は、自然そのものを楽しみた

いという願いを持っているはずです。なされる

べきことは、今ある自然を良い状態に保ち、市

民の憩いの場としていくことだと思います。

築水池北側の有り様を見た後、弥勒山麓を歩

きました。ここにも広い道ができていました。

管理車道だそうです。幅4～5mもある道がど

うして必要なのか理解に苦しみます。これから

も車道を作る工事は続くそうです。

落ち葉が深く積もったふかふかの道を歩きな

がら、次のようなことを考えて、暗謄たんたる

気持ち山を下りました。

自然との共生という言葉がよく使われます。

本当に「共生」なのでしょうか。共生とは、お

互いに利益を受けながら対等に生活することだ

と思います。人間と自然との係わりの歴史をみ

ると、それは人間の自然に対する一方的な攻撃

の歴史であったと言わざるを得ません。

自然の方は、人間がどうなろうと、この先何

万年も姿を変えながら存続していくでしょう。

人間はといえば、今の自然環境が失われれば、

今と同じように生存することは難しくなりま

す。自然と人間の関係は、本当は対等ですらな

いのです。現在の自然環境によってしか生きて

いくことができない人間の方が、自然の仕組み

を賢く学び、考え方や生祇のあり方をそれに添

ったものに修正することが必要なのだ、と。

見学会と自然観察会

岩崎龍生（尾張支部）

価値観の巡った人たちで見た森。

守る人、生態的に見る人、里山の薪炭林と見

る人、自然に親しむ人、散策コースとして楽し

む人、人それぞれの見方がある。

保護を考えることで自然に親しむ人や散策を

楽しむ人たちに自然保護を理解してもらうのに

は時間がかかる。共鳴をしてもらえないのは自

分たちのI偲織不足からきているのではなかろう

か？

「自然保獲につながる自然観察会」

①学校の理科教育に対する野外での教育

②採集と知識普及のための野外教育

③知識を通して自然の面白さを知ってもらう

ことを目的とした観察会

④自然保漉運動を柿完するものとしての観察

会

⑤自然を身近に楽しみ、自然好きを増やす観

察会

協議会が1981年に発足し、19妬年で16年歩ん

で来て、①～③にこだわり続け最近やっと④が

取り入れだした。それほど自然保護を一般の人

に理解していただくのには時間がかかります。

大竹会長が協議会ニュース創刊号で述べられ

た。「自然観察指導員のライセンスは取得して

も、学校教育と違って、自然保護教育には体系

もなく指導要項もありません。これは各自が自

ら作り上げるしかないことは言うまでもありま

せんが、自然観察指導員は単なる自然のものし

りでもなく、自然知識の切り売りが目的でもあ

りません。常に自然に対し自己研鋼をしなけれ

ばなりませんが、大切なこ

とはそれにとどまらず、自

然と人との媒体として自然

に対応し、共に自然から学

ぶ必要があります。」

このことを今一度ふまえ

ていくことが必要な"I修公

でした。

－6－
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冬一つ争李‘土7弓才L－てL，る！

近藤盛英（名古屋支部）

落葉が舞い、木枯ら

しが吹く冬の空。こん

なに風が強ければ、空

の汚れも皆吹き飛んで

しまうのではないかと

思われがちです。

空（大気）の汚れは、

自動車の影稗と言えば、昭和57年から平成

7年までに愛知県内の保有台数は約2倍に伸び、

そのうちディーゼル車の保有台数は約7倍にも

なっています。身の周りでも、自動車の台数が

増えたこと、中でも最近はディーゼル車が増え

てきていると感じませんか。

この自動車の増加が、排ガス規制の強化と相

殺して改善が進まないと言われているところで

す。

話が本題からずれてきましたのでもとに戻し

ましょう。『冬の空が汚れている」これが本題

でした。

大気中のNO2の主な原因は自動車にあるこ

とは既に述べました。冬には自動車のアイドリ

ングもあります。しかし、それだけが原因では

ありません。そもそも、NO2、あるいは窒素

酸化物(NOx)と言ってもいいのですが、こ

れはモノを燃焼させるときに、空気中に約78

％も含まれている窒素が同時に酸化されて発生

されるものです。主として一酸化窒素(NO)

が発生しますが、これは大気中で酸化されて

NO2になります。中毒学的観点からは、NO

・
其
シ
ノ し瓠劃

空（大気）の汚れは、二酸化窒素(NO2)

が指標としてよく使われています｡NO2は大

気中の環境基準が定められている物質で、名古

屋市内で27の常時監視測定局があり、愛知県

内では名古屋市を含めると87の常時監視測定

局があります。

この常時監視測定局は、その名のとおり、大

気中のNO2を常時測定しています。愛知県内

の測定結果を経年変化でみてみると、図1のよ

うに、昭和48年度以降あまり変化がありませ

ん。言い換えれば、それほど改善もされていな

いということができます。

平成7年度の環境基準の不適合地点は2地点

あり、名古屋市北区の水道局北業務所測定局と

岡崎市の大平町測定局で、いずれも自動車の排

気ガスの影響を受けている測定局です。

へ

へ

(ppm)

0．03

図1愛知県下二酸化窒素(NO2)の年平均値の経年変化
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よりNO2の方が毒性が強いため、NO2に関

心が集中しています。因みに、NOxは容易に

肺の深部まで達し呼吸器に影響を与えると言わ

れています。

また、話が横道にずれてしまいました。自動

〕|[以外の原因の話です。もちろん、工場や事業

場の煙突から出されるNO2なども問題ですが

大気汚染防止法などの規制等により改善が進ん

でいます。それ以外の原因、それは暖房器具で

す。ビルや家庭の暖房もNO2を発生させ冬の

空が汚れる原因になっていますO

さらに大きな原因があります。それは冬季に

特に見られる気象条件です。はじめに述べまし

た風の強さの問題です。寒いので体感的には強

い風が多いように感じますが、実際は、冬季は

全般に風が弱いのです。図2は、NO2と風速

の月別平均を示していますが、意外にもこのこ

とがよくわかると思います。

図2経月変化グラフ（平成5～7年度の平均：名古屋市）

PPM M/S

8.848 5．8

8．832 4.8

8．824 3．8

8.816 2．8

8.888 1．8

8.888 8．8

456789181112123月

（注：名古屋市内の測定局のNOzの年平均値は平成7年度は0.030p"でした。）

冬季の気象条件で、もう一つ特徴があります。

それは逆転層の問題です。一般には上空へいく

ほど気温は低くなりますが、冬季には上空の気

温の方が地表付近の気温より高くなるという、

いわゆる逆転層の出現する日が多くなることで

す。表を見ると、冬季に逆転層が出現する日が

多いことがわかります。

冬季に逆転層が出現するのは、深夜から翌朝

にかけてのことですが、このような状態が生じ

るとNO2などの大気汚染物質は、上空の暖か

い空気で蓋をされたようになり拡散されにくく、

地表付近に留まることとなり、濃度も高くなり

がちなのです。

どんよりした空の下での観察会、ひょっとし

たら、そんな時は逆転層ができているかもしれ

ません。 ＜。と-＞

表逆転層の月別出現日数（平成5～7年度の平均：名古屋市）

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

発生日数 3.3 2.3 0.7 0.3 0.0 2.0 3.7 11.7 10.0 9.3 4.7 3.3

－8－



森林公園植物園「自奏裳九反ろ‘まと緯rフォーク」糸召プァー

高谷昌志（尾張支部）

森林公園植物園には、時々問合せがあります。

「どんなおもしろいものがあるんですか」「見

どころは何ですか」等々。そんな時応えるのは

「広芝生、花壇、噴水、岩石園」など、人造的

な施設ばかり。やはり「自然があります」じゃ

「何にもありません」と言っているのと同じ理

解しか得られないからです。

そこで考え出したのが、10月より開設した、

森林公園「自然なるほどウォーク」です。これ

は目黒区の自然教育園を真似たもので、地図を

見て観察ポイントに歩いていき、そこでクイズ

形式の設問を観察しながら考えます。問題用紙

の中には解説があり、「なるほどお」と楽しみ

ながら散策できます。ポイントは6ヶ所前後、

場所と問題は季節にあわせて毎月変わるので、

何回来ても楽しめるわけです。

。「なるほどウォーク」の用紙は、植物園入

口、展示館、各ポイントに設置。自由にお

取りください。

･団体利用の方は、ご相談ください。

《観察ポイントの例（10月）》

A.がけに直径8mくらいの穴があります。な

んの穴でしょう。

カワセミの巣穴です。水辺の宝石と呼ばれ

る美しい小鳥で森林公園でも時々見られます。

ヘビなどに襲われないようにこんな所に巣を

作るんですね。

B.大きなクモの巣が観られます。じっくり観

てみましょう。

ジョロウグモです。網はよく観ると円では

なく馬蹄形で又、レコードのLP盤のように

もちろん、他の公園のような花しょうぶ園や

梅林、牡丹園もないという事情もありました。

しかし“何もない自然”の価値、自然教室の楽

しさを理解してもらい、その路線での利用促進

を図りたいというのが動機です。

自然観察は本来、観察会に参加して感動を共

有しながら歩くのが楽しみです。しかし「期日

の都合がつかない」「知らない人ばかりだから」

「何も知らないし」などの理由で、既成の観察

会に入り込めない人が多いのではないでしょう

か。自然観察の楽しみを多くの人に広げるため

には“いつでも、気軽に、おもしろい”「なる

ほどウォーク」のような方法もあってよいと思

います。みなさんも一度、お試しください。

－9－

･場所＝植物園（月曜定休）

･開園＝9:00～17:00

.入園料（大人200円）が必要です。

隙間が空いています。また、網も三重になっ

ていて前後の網は脱皮したかすや食べかすを

ひっかけるのに使います。ベッコウバチなど

の天敵に対するカムフラージュになっている

ようです。

＝

〃

へ

へ



一

一

…

鍔云呈臺Eヨ実奏径見塞一…

武豊自然観察会については、去る10月7日

付け中日新聞に「注目を集めるエコロジー資格」

の欄があり、その中の「自然観察指導員」でと

りあげられました。突然の記者の取材にとまど

い断わろうかと思いましたが、この資格を一般

の方にも広く認識していただく機会かと応ずる

ことにしました。経緯、目的などは記事に書か

れていますが、編集部の依頼があったので、も

う少し詳しく報告してみましょう。

【経緯】

私は自然が好きでしたので、たしか昭和58

年に自然仲間の降幡氏（指導員）、榊原正躬氏

（指導員）等となんとなく、講習会を受けたの

が事の始まりです。当時は指導員になるつもり

はなく、ただ興味本意でした。しかし、その後

の社会の変化とともに、自然を求めたい人が多

くなっていき「自然観察会」の言葉も市民権を

得るようになりました。

3年前、私は定年退職を迎え、今後のライフ

ワークを思案するなかで、資格を生かして自然

の素晴らしさを人々に与えていきたいと決断し

たのです。当時、知多支部からの要請もあって

「武豊自然観察会」の名称でふみきった次第で

す。

【概要】

1、春から秋まで毎月1回年6回やっています。

猛暑と寒中は休んでいます。参加者の希望が

増えれば実施する予定です。

2、フィールドは武豊町内を主としていますが、

マンネリ化や参加者の希望などにより他市町

村まで広げております。

3、毎月テーマを決めて主にそれに沿って進め

ています。特徴としては、ぶらぷら歩きの観

察よりも2～41mを歩くコースを設定してお

相羽福松（知多支部）

ります。健康的にも良いかと考えて歩くこと

を取り入れています。あれもこれもと細かく

見るのではなく、ポイントでじっくりと観察。

4、開催日の案内と参加者とのつながりを目的

として、ハガキを出しております。何かと忙

しい中、案内状一つとっても手間のかかる作

業ですが、参加者との心をつなぐために必要

な方法だと考えています。

5、参加者に特徴があります。地元の方をはじ

めとして、意外に他市町からが多いのです。

名古屋市に近い地域の方ほど自然に関心があ

るようです。午前中に終わる会が多いですが、

私は、一日をゆったりと自然に接していただ

こうと思って、弁当持参で午後1時30分ご

ろまでにしております。

ある意味では、地域の観察会のたたき台とし

て始めたこともあり、試行錯誤の3年間でした。

今後の課題としては

1、知多支部や地元の指導員の参加と協力を得

て、植物をはじめ野鳥昆虫、水生生物など

テーマを広げていきたい。また、各回の担当

者を決めて、年10回を目標にしたい。

2、子供に自然の楽しさを伝えたいから、子供

を集めたい。

3、教育委員会などの後援をとりつけたい。が、

「自然観察指導員」の資格を無視している。

などですが、いずれにしろ長く続ける事が大

切だと考えます。無理な計画や参加者募集は

体力的にも精神的にも負担になり長続きしな

い。あくまで自然でマイペースの余暇活動の

範囲で行っていきたいと思っています。観察

会のやり方はいろいろな形式がありますご意

見などをお聞かせ下されば幸です。
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I3）協議会の活動について、などお尋ねします。
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へ
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一

一

二＝＝二二伎 部だよ LD
知多支部恒例の秋の研修旅行が去る11月23日

（士）、24日（日）の連休を利用して行われま

した。目的地は瀬戸市海上の森と東栄町御剛の

天文台、鳳来町棚山高原ということで珍しく県

内（'93年長野県南木曽方面、’94年長野県南信

濃方面、’95年岐阜県御嶽山、､96年は春にも行

っていて長野県姫川源流方面）の旅行でした。

この企画、年々参加者が増えて今年は26人とい

う多人数で賑やかに行われました。今回の支部

だよりでは、この旅行のあらましを報告します。

第一日（11月23日）

午前7時50分に東海市役所駐車場に集合。途

中で合流する予定の6人を除く20人が4台の車

に分乗して出発。最初の目的地の海上の森に向

かいました。愛知環状鉄道山口駅で北岡由美子’

さんと落ち合い、案内していただきました。

シマヘビ

山口駅で休憩中、早速近くの水田で“自然観

察”をしていた子どもが長さ40cmほどのシマヘ

ビを見つけました。陽気に誘われて出てきたの

でしょうが、さすがに動きは鈍く、簡単に捕ら

えられ、しばらくの間さんざんオモチャに。ヘ

ビは大の苦手という子もいて、歓声やら悲鳴や

ら、楽しい一コマでした。

モンゴリナラ・紅葉・ムササビの穴・・・

歩き出してすぐにモンゴリナラの出迎えを受

けました。葉は殆ど落ちていて、林床には青々

としたカンアオイ。

クリ、サンショウ、

クスサンの繭（スカ

シダワラと呼ぶそう

ですが、初めて聞き

ました）などを見な

がら篠田池に出て、

池のほとりで昼食を

とりました。周囲の

山々の紅葉が見事で

した。

ムササビの穴を見た復路は別の道を辿って、ムササビの穴を見た

りシイの実を拾ったりして戻りましたが、途中

で後続が道を間違えたり、例によって道草を食

ったりしていたので、予定の時間を大幅に超え

て担当者をヤキモキさせました。

プラネタリウム・花祭り

その後は宿泊先の東栄町御園のスターフォレ

スト御園へ直行。このときも一台が道に迷って、

全員が到着したのは午後6時30分頃。もちろん

矢口＝支吉I3===

辺りは翼っ暗でした。

夕食後プラネタリウム.見学。40分ほどのプロ

グラムでしたが、旅の疲れか、そこかしこで没

息も聞かれました。プラネタリウムの後御園

天文台自慢の（？）60cm反射望遠鏡を見ました

が、あいにくの曇り空で、楽しみにしていた星

空観望はできませんでした。

冬の東栄町は花祭りの季節。当日は足込とい

うところで祭りが行われているというので夜中

に花祭り見物。真夜中なのにたいへんな人出で

した。

第二日（11月24日）

リス・ベニマシコ

前夜遅かったせいもあって､早朝の散策は個々

あるいは少人数で思い思いに楽しみました。リ

スに出会って喜んだ人、ベニマシコの可憐な姿

に感激した人、大木の輪切りを拾った人、それ

ぞれに満ち足りた時を過ごせたようです。

綾杉・オパール

遅めの朝食の後、東栄町にお住まいの伊藤六

仁さん（-一昨年まで東海市にお住まいで参加者

の何人かは「東海市の自然」の作業でご一緒し

ました。自然を求めて東栄町に居を移されまし

た。）と落ち合い、伊藤さんの案内で柱状節理、

綾杉（杉の大木で、2本が根元近くで一体にな

っている。あやかり杉が名前の由来とか）など

を見学。綾杉がまつってある社では、ムササビ

の糞を拾ったり巨大なミミズ（ダイコクミミズ）

に驚いたり。

その後、鳳来町棚山高原へ行って、川原で昼

食、石拾い。思いがけない上天気で（出発前の

予報では雨でした）ポカポカと暖かく、昼食は

おいしかったし、とてもいい気分でした。オパ

ール※と聞いて目の色が変わった面々が多く、子

どもを中心に熱心に石拾いをしました。結構大

きなものも見つかって歓声が上がっていました。

※オパール（蛋白石）

塊状または腎臓状・鍾乳状などをなして

産する半透明乃至不透明の鉱物。成分は

含水珪酸。一中略一員蛋白石は宝石とし

て装飾品などの制作に用いる。（広辞苑）

後日詞

子どもが持ち帰った蛋白石を、趣味で石拾い

をするという人に見せたところ、一目で産地ま

で言い当てて、門外漢の私は大いに篭きました。

（文武榊原靖）
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二＝＝＝自然なにかとアンケート1二＝＝＝

嬉睦鋤噛に鯲峨

前回の機関紙で募集した『自然なにかとアン

ケート」の第1回は「自然の中で気になること」

という質問でした。遠くの場所へ出かけたとき

に気になったことや自分のフィールドの中でど

うにも嫌になったことは何ですかというもので

す。

7名の方からご返事をいただきました。拝見

しますとなるほどとうなずけるものばかりです。

私たちも自然観察会などをとおして、参加者の

方にこうしたことをもっと知っていただくよう

内容に含める必要があるのではないでしょうか。

では、寄せられた回答を次にご紹介します。

浪浪浪浪浪

相羽福松（知多支部）

秋晴れの先日、伊勢湾が見える景色のよい山

路を気分よく歩いた時のことである。

突然、両側の道端に大量のゴミが捨てられて

いて樗然となった。50mにもおよび、冷蔵庫

や家具など、何やらわからない物が散乱してい

るO原料のような物もあり臭い。事業者力個人

か誰の仕業であるかわからないが、市街地から

遠く離れ軽自動車でどうにか通れるほどの狭い

道まで、よくも運んできたものだ。今までの爽

快な気分はどこへやら、ふっとんでしまった。

産業廃棄物の不法投棄が問題になっているが、

事業者のモラルの悪さには腹が立つ。ここはか

つて、コモウセンゴケやイシモチソウやカヤツ

リグサ科などの湿地性植物が自生する良い環境

の場所であった。が、このようなゴミ捨て場に

なっていては、もうだめで絶滅してしまってい

る。

自分さえよければ自然はどうでもよいという

利己主義者がまだまだ多い。何とかならないも

のか。捨てた人の顔が見たいし、心が憎い。

ヒヨドリのヒナを育てて

青木雅夫（名古屋支部）

7月の末、巣から落ちて餌付けされたヒナを

預かりました。雑食性だと知っていたが餌には

苦労しました。それでも8月に入ると飛べるよ

うになり、時々篭から出してやりました。朝出

すと夕方まで、庭の枝から枝へ移り、陽が傾く

頃羽根をふるわせて呼ぶので篭に入れてやる生

活が続きました。9月に入ると2～3日帰らな

いこともあり、さらに10月には1週間もその

ままで、もしかしたら死んだのではと思ってい

たら、9日目に帰って来た。この時はさすがに

感激して喜んだ。

しかしこれではいけないと思い翌々日には、

いやがるのを篭から出してやった。一直線に飛

び去って行った。・・・

今考えると、8月の頃、他のヒナが寄って来

ても全く無視していた。その時は気付かなかっ

たが、人間に飼い慣らされて、これから仲間に

溶け込んで行けないのでは、もっと早く手放せ

ばよかったのではと気になる日々です。

人間が助けると思ってしたことがそうでない

としたら・・・

間瀬美子（東三河支部）

1山肌を切り裂いて作られているゴルフ場

2山の形がすっかり変わってしまった砕石場

3山奥にまで大量に投棄されているゴミの山

4いつまで続く？紅葉と見まがう松枯れ

5どしやの堆積で川底が上がってしまったダ

ム上流の沢

6帰化植物の増加

7まっ暗で下草も生えない手入れされない植

林地

まだまだありそう。多すぎましたか？

－13－
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＝＝＝自然なにかとアンケート1二＝＝＝

岩瀬直司（東三河支部）

「赤羽根文化の森」、｢衣笠の森」、「風音の

森」など、最近東三河地方の各地で森林公園の

整備が行われています。

生活環境保全林としての捜備だそうですが、

出来あがった森はどこにでもある都市型公園の

ようです。

なぜ、そこにある森の特徴、自然を使わない

のでしょうか。

私たちが手軽にふれあえる自然や森まで人工

のものに変えてしまうのでしょうか。何か不安

です。

天野保幸（東三河支部）

最近と言ってもここ十数年前からですが、東

三河地方の淡水魚相に変化がみられます。それ

は、どこの水域でも問題にされていることです

が、在来の魚種が減って、移植されたり、稚ア

ユの放流に伴って今まで見られなかった種類が

目立つようになってきたことです。最も早くそ

の影響力現れていたのはタナゴ類でしょうか。

ヤリタナゴが見られなくなり、変わってタイリ

クバラタナゴばかりが目立つようになりました。

これは産卵に利用するイシガイが底質の変化で

減少したこととタイリクバラタナゴの進出が影

響していたのでしょう。しかし、そのタイリク

バラタナゴも産卵に利用するドプガイなどの二

枚貝が減ったことに加え、プラックバスやプル

ーギルの放流ですっかり見られなくなってしま

った水域もあります。

人間の自然に及ぼす影響、見た目には豊富な

自然が残っているように感じられるところでも、

その中味は大きく換わってきています。見た目

の自然に惑わされず、その中味をじっくり見つ

めていきたいものです。同じことは植物の世界

でも言えることですね。気がついたらいつのま

に力帰化植物に置き換わっていた。そんな光景

を随所で見ることができます。今、豊橋市でも

現存の自然を把握するための基礎調査を実施し

ています。どんな結果が出るのでしょうか。楽

しみと、不安が入り交じっています。

一

鈴木友之（東三河支部）

昆虫（主に蝶類）の調査を長年続けています

が、大戦以降50年余を振り返ると、1970年代

頃までは際立った変化を見出だせませんが、近

年になり地球温暖化傾向が無視出来ない時が来

ている事を実感しています。

クロコノマチョウ（ジャノメチョウ科）は、

1980年以降東三河地方に定着したものと思われ

ます。

ツマグロヒョウモン（タテハチョウ科）は、

1990年代に入り県西部から繁殖記録が多く聞か

れるようになり、徐々に東へ拡大され、注目し

ていたものですが、1993年以降、東三河地域で

も確認記録が増加中です。

暖冬も途切れて、これら南方系の生物にも影

響が出ることも考えられたが、今夏の様子から

は、土着化はより確かと思われます。

今夏はセミ類が異常に少なかつたこと等、自

然の中から得られる無言のサインを見落さない

努力が大切だと感ずる昨今です。

へ

く
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＝==＝自然なにかとアンケート1＝==＝

よく考えてみれば、国指定の天然記念物にして

も、国宝建築物も国の宝であると思う。この大

切な天然記念物などはよほど近くまで行かない

と地元の人も知らないくらいだった。一方、

「スペイン・・・」「・・・ランド」「・・・

ワールド」「グルメ・・・」などいわゆるカタ

カナの施設にワンサと人が集まる。人が集まる

と更にそれが刺激となり病原菌が伝播するみた

いに、それに輪を掛けて群がるみたいである。

天然記念物はやはり静かなところにそっとして

置いた方がいいみたいである。

人が集まるところ

降幡光宏（知多支部）

今年の夏、四国旅行をして国指定の天然記念

物と国宝建築物を見学して回った。天然記念物

を35カ所位見学したが、私たち以外の見学者

を見かけたところは5～6カ所だけで、どこも

見学者はパラパラで、比較的多かったのは高知

県の竜河洞くらいだった。もっとも、天然記念

物になっている巨木や植物の自生地などは神社

や自然林の中にあり、ヤプカのしゅう撃がもの

すごく、よほど物好きくらいしか近付かない。
へ

-.-.-.-.-.-”矛子亭牽南・・-.-.-.-.-.-．

;☆基礎研修会「雑木林の今・昔」（室内）；

：講師：鈴木隆司氏

尾張地方の昔の里山、今の里山と地形：

！地質との関係

i期日:平成9年2月11日(体）
14：00～16：00

：場所：中小企業センター8階第3会議室：

（名駅前毎日ビル裏）

;☆絶会

；期日：平成9年3月23日（日）

場所等は次号で案内します。

-.-.-.-.-.-.-.-.-.-.-.-.-....-.-._._._._._._._._._._._._._._._._._：

二二===二二ヨ柔=======

フーのいた日々

会員紹介

大宮克美、吉村暁夫

弥勒山麓の公園計画

冬の空は汚れている！

「自然なるほどウォーク」紹介

定例観察会

武豊自然観察会

支部だより

（名古屋、知多）

自然の中で気になること．．

１
２

３
７
９
０１

11

13
へ

躬綿集後記躬

朝、目が覚めたら外は一面の銀世界。

雪の感触を確かめたくなります。きゅ．

朝、目が覚めたら外は一面の銀世界。こんな日は誰よりも早く外に飛び出して

雪の感触を確かめたくなります。きゅつきゅっという音を楽しみながら、いつも

と違う周りの景色に目を奪われます。とまれ、今回もなんとか送っていただいた

原稿をまとめることができました。送ってくださった方に感謝しますとともに、

さらに多くの方からの投稿をお待ちしています。（近藤）

〔

愛知県自然観察指導員連絡笛議会機関誌咽60

編集事務局テ470-11豊明市西川町笹原1－9近藤盛英


